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もっと、国で整備されたデータを利用しょう! 
こんな使い方をしています。 



  本日の内容 

1) ＧＩＳ大縮尺空間データ官民共有化推進協議会とは 
 

2) システム構成 
 

3) 活用事例 
 (国で整備されたデータを利用しています! ) 
 

4) データ加工による活用事例 
  （こんな使い方をしています! ) 
  

5) まとめ(課題)   



   

 会 長 ( 都市整備部事業管理室技術管理課長)  

 大阪府   都市整備部事業管理室 （事務局）  

 市町村   府内 42市町村＋（ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ大阪市） 

 公益企業  大阪ガス、関電、NTT西日本、他 関連企業 

 関係団体  大阪府測量設計業協会、土地家屋調査士会 

学識経験者 地理情報システム学会関西支部、日本写真測量学会関西支部 

 WG1  WG2  WG3  WG4 

 支援グループ 

副会長(公益企業：大阪ガス) 

 運営主体  （一社）大阪府測量設計業協会  （道路占用協議・申請システム等の運営管理  

空間基盤データの 
              整備と更新 
・基盤地図情報のスパイラ  
 ルアップへの取り組み 
・地方自治体版『地理空間 
   情報基本計画』の提案 
・位置参照点システム                       

コンテンツの整備と
流通 
 
•道路調整会議（道路法３４ 
      条協議）の電子化     
・道路占用申請の 
          電子化検討 

運営母体検討 
 

・運営主体のあり方を検討 
 
23年度総会～  
  大阪府測量設計業協会 
  を運営主体とした。 
   

技術支援・啓発活動 
 
・技術支援 

・出前講座  

 

アドバイザー  
   国土政策局国土情報課、 
   国土地理院近畿地方測量部 

 

ＧＩＳ大縮尺空間データ官民共有化推進協議会 
2002（H14）年11月発足 

 副会長( 市町村：豊中市) 

構成 

活動 

住民の暮らしを支える、社会インフラ・ライフラインにかかわる行政・事業者により設立 



電気通信 

ガス施設 

下水道台帳 

道路台帳 

水道配管図 

道路の管理 

下水道工事 

電気通信 

水道工事 

ガス工事 

道路の管理 

下水道工事 

電気通信 

水道工事 

ガス工事 

阪神淡路大震災の数年後、地理空間情報の活用が注目される中で・・・ 

 設立者の思い 

  何度も同じ場所で工事・・・ 

 図面もそれぞれ作成 

 

 

 

 

      しかも大縮尺 

          …重複！もったいない！ 

   なんとかならないの？(共有・活用) 



 官民協議会の活動の二つの柱 

１．空間基盤データの整備と更新 

２．コンテンツの整備と流通 

デジタルマップ（ベクトルデータ）の時代に相応
しい空間データの整備と更新の効率的手法を
追求 

空間基盤データの共有化による効果を実感し
てもらうため、日常業務や防災への活用など、
実社会に役立つ新しいＧＩＳ活用の枠組みの提
案と構築 



サーバ 
 GeoServer 2.4.3 

   PostgreSQL 
   PostGIS 
   PHPExcel 
   ImageMagick  
 
     ・ 
     ・ 
     ・ 

インターネット 

利用者 

国土地理院 
・地理院地図(電子国土) 
・標高データ(WebAPI) 

クライアント 
 Heron-MC 1.05 
  OpenLayers 2.13 
  GeoExt 1.1 

  ExtJS 3.4.1-1 
  JQuery 
 Handlebars.js 
  など 

・優れたOSSの利用 
・過去の財産を活用 
 

など 

 システム構成(国際標準I/Fの利用) 

情報提供システム群 国で整備されたデータの利用環境 

1)Webサービスの利用 
2)公開データの取込み 



  こんなデータを利用しています(一例) 

概要 利用データ 利用例・画像等 

標高値データをメッシュデータに変換し、データ
ベースに保存した後、GeoWebCacheを利用し
て、複数のズームレベルの画像を作成して、表
示する。 
 

5m、10m標高値 

電子国土基本図（地名情報）「住居表示住所」
を利用したジオコーディングのWebサービス 

住居表示住所 
号レベルの場所特定のため、
国土政策局の位置参照情報
ダウンロードサービスを利用
して取得した大字・町丁目レ
ベル位置参照情報、街区レベ
ル位置参照情報を利用してい
る。 
 
 

位置図(帳票) 
ユーザが登録した情報の位置図、箇所図を地理院
地図から取り出し、Excelに自動で貼り付け、帳票を
作成する。 
 
 
 
 
 

地理院地図 

 

 



 システムでの実装例 

重ね合せデータ 
・国、大阪府から提供された 
 データ 
・Webサービス 
・ダウンロード後、加工したデータ 

国土地理院 
標高値API 

ジオコーディング 
「住居表示住所」を
利用したサービス 

利用データ 

国土交通省国土地理院 
 数値地図(国土基本情報) 
  電子国土基本図（地名情報） 
 地理院地図(地理院タイル) 

 基盤地図情報 

国土交通省国土政策局 
 国土数値情報 

（独）防災科学技術研究所 
  地すべり地形分布図DB 
  図名(和歌山、京都及大阪)  

 など  



地域防災ＭＡＰ作成支援システム 写メ等による情報共有システム 災害情報共有システム  

 活用事例 (地理院地図＋ＯＳＳによる情報共有プラットホーム) 

道路規制情報登録・閲覧システム 道路占用「埋設物調査システム」 道路占用「調整会議システム」 



  地域防災MAP作成支援システム 

子供たち用 PTA、地域ボランティア用(清書用) 

入力項目を少なくし、自由な意見を入力してもらう 

昨年度の熊取町立南小学校の子供たちの入力 

子供たちの入力したものから、 
  大人の手で、地域防災MAPを作成する。 
Excel による最終加工を行う。 
・印刷出力としてExcelを用意 
・凡例等の画像を別シートとして出力(部品の出力) 



◇ 事前調整 
 
 

◇ 夏休みの宿題 
  児童と保護者が地図に 
        危険な個所を記入 

  ※ 家族一緒に災害への備えに 
       ついて、話合っていただく 
 
 

◇ 防災マップ作成等の講義 
  <夏休みの宿題の結果紹介> 
  <システムの使い方練習> 
 

講義の際に利用した 
パンフレット 

事前学習 

操作練習 
事前に配布した 
 地図への書込み例 

◇ 防災マップ作成 

実習風景(データ入力) 

 【活用事例】 熊取町南小学校 



  災害情報共有システム＋職員参集システム 

 機能 
    ・座標付き写真をメールすることによる登録 
    ・事務所からの入力 
    ・写真等のデータをアップロード 
    ・データの管理主体の設定による漏れ防止 
    ・職員参集システムの追加 

 ４団体連携による防災訓練(９月１日) 

 平成27年度 大阪880万人訓練(9月4日) 



PCから確認された
被害場所を登録 

写真の添付でより
臨場感を表現 

重ね合わせ表示されて
いる情報を、凡例表示 

投稿写真の確認もれを防
ぐため、対応機関を設定 

防災訓練風景(本部) 

 ４団体連携による防災訓練(９月１日) 

 （一社）大阪府測量設計業協会 
 （一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 
 （一社）関西地質 調査業協会 
 （一社）滋賀県測量設計技術協会  

※ 大規模災害における業務連携協定を締結 
     (H27/3/31) 



職員参集況の一覧表示 投稿状況の図形表示 



平成27年度 大阪880万人訓練(9月4日) 

 大阪府地震津波災害対策訓練(都市整備部) 



 データ加工による活用事例(機能紹介) 

 ・ DXF出力 

 ・ 印刷 

 ・ ジオコーディング 



  DXF出力 

GeoServerにDXF出力機能はあるが、 
要求を満足するものではなかった。 

※ 

事前作業 

出力要求 

DXFファイル 
ダウンロード 

基盤地図情報のダウンロード 
 JPGIS 2.0 (GML) 形式 

基盤地図情報のビューア(FGDV) 

Shapeファイル 

Shp2sql 

SQLに変換 

PostgreSQL ST_AsGeoJSON 

PHP(独自DXF変換) 

DXF 

ST_Intersects 



  DXF出力 



  DXF出力(利用実績) 

※：次期バージョンでは、大阪府周辺地域の出力が可能となる。 



  印刷機能 

Heron-MCは、印刷I/FにMapFishのI/Fを利用している。 
GeoServerにもMapFishの印刷モジュールの追加機能があるが・・・ 

出力要求 
(MapFish I/F) 

対象ファイル 
ダウンロード 

Excelファイル作成 

Imageファイル加工 

Imageファイル作成 

外部Imageファイル
取込み 



  印刷機能 



  ジオコーディング 

電子国土基本図（地名情報）「住居表示住所」 
「住居表示に関する法律」による住居表示が行われている地区の住居番号（○○市○○○
丁目○番○号という住所のうち、「○号」に該当する番号）を決める際に用いる「基礎番号」を
国土地理院がデータ化した基本測量成果です。 

※ 地理院ＨＰより 加筆修正 

API 呼出し 

座標 

市町村レベル 

□ 号レベル 

□ 大字・町丁目、街区レベル 

国土数値情報 「街区レベル位置参照情報」 

大字・町丁目レベル(府県単位) 
 

位置参照情報 

街区レベル(府県単位) 
 
号レベル(府県単位) 



  ジオコーディング 



 まとめ(課題)  

 データを加工すれば、違う使い方ができるのでは・・・ 

 付加価値を付けられるのではないでしょうか。 

お願い 
 測量法による使用・複製承認という制約があるという「間違がった認識」のため、  
 国(国土地理院)で整備されたデータを利用しない方向に誘導する者がいる。  
  
 周りの人に、国土地理院の「承認申請 Ｑ＆Ａ」のページを見るように、すすめ 
 てください。 
 位置の基準である基盤地図情報は無償提供されています。 
 
 基盤地図情報のスパイラルアップを成功させるために、一緒に取組みませんか。 



   疑問点などがあれば 

詳細は、 No.3 の展示ブースで説明いたします。 

同様な取組みをしたいが・・・ 
 
苦労話は・・・ 
 
お金がかかるのでは・・・ 
 
他府県でも支援、協力してくれるの・・・ 
 


